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主な内容
木曽岬わいわい市場開催
町指定ごみ袋が変わります
古村精康氏 日本農業賞大賞！！
みんなの学校給食
健康増進計画・食育計画No.4
図書館開館プレイベント

10
14
16

2
4
7

人　口 6,435人　（前月比－11）

世帯数 2,385世帯（前月比－7）
3,260人（前月比－6）男 3,175人（前月比－5）女

木曽岬町の人口と世帯数 3月1日現在

今年のふれあい広場は新庁舎前で開催！！

スギち
ゃんも

　盛り
上げる！スギち
ゃんも

　盛り
上げる！



　この市場は、地方創生事業の一環として、「中学生が町の魅力、住む人の魅力を知ったら、町に愛着を持ち、
住み続けたいと思ってもらえるのではないか」と仮設を立て、「中学生が木曽岬の魅力を知り、発信する」
ポスター発表、「子ども達に社会体験の場を提供し、企画や運営に関わる事によりまちのアイデンティティー
を育む」かえっこバザールや「まちの特産品や手づくりの物を販売する」青空市を開催しました。
　当日は、晴天に恵まれ、会場では笑顔や感動、来場者・出店者等で新たな交流が生まれました。
　ポスター発表にあたり、イベント当日までに3回、中学生が取材の仕方やポスターの作り方を専門家に
教わり、イベント前日の午前に取材し、午後からポスター作りとシナリオ作りを作成しています。
　取材対象者からは、「取材に応じた短時間で、よくまとめ、こちらの思いを発表してもらえて嬉しかった」
等中学生にお礼の言葉がありました。
　今回は、前回（昨年12月24日開催）より新たに2名の
中学生が参加され、町長から「木曽岬町ジュニア観光PR
大使」として名刺を贈呈されました。今後も、ジュニア
PR大使の参加者を募り町内の魅力を発信し、青空市
については出店者の拡大、かえっこバザールについて
は子どもに関わりたい方々や子どもスタッフを募集して
おります。興味のある方は木曽岬わいわい市場事務局
までお問い合わせください。
（総務政策課内68-6100）
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きそさき
INFORMATION

複合型施設建設通信 Vol.16
　教育文化棟では、基礎躯体工事に向けた掘削工事が終了して、基礎杭に杭頭補強筋を溶接し基礎配筋工事が
スタートしました。
　教育文化棟の建築は、木曽岬ステーション棟と福祉教育センターとも繋がる部分の工事となり既設建物に影響
を及ぼさないよう、細心の注意を払って施工していきます。
　ところで、駐車場から玉石積みは、ご覧いただけたでしょうか？この玉石
積みは、木曽岬町ならではの魅力ある複合型施設を目指し、水郷輪中特
有の玉石積みにより歴史風土の継承を願って設置したもので、親しみを
感じていただいた方も多いのではないでしょうか。
　なお、今回も仮囲いに工事進捗写真を毎月掲示していきますので楽し
みにしていてくださいね。
　今後も現場搬出入車輌が多くなってきますが、交通ルールを遵守し第
三者災害とならないよう十分注意してまいります。

　行政相談委員は、皆さんの相談相手として、行政サービスに関する苦情や相談を
受け付け、助言や関係行政機関に対する通知などを行っています。
　このたび木曽岬町を担当する行政相談委員として、4月から新たに仁村光博さん
が総務省より委嘱されました。
　なお、下記日程で定例相談所を開設しています。
　相談は無料で秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。

新しい行政相談委員をご紹介します

【定例相談日】 平成29年 4月25日（火）

平成29年11月24日（金）
平成29年 5月25日（木）

平成29年12月25日（月）

平成29年 7月25日（火）
平成30年 1月25日（木）

平成29年 8月25日（金）
平成29年10月25日（水）

平成30年 3月23日（金）

●時　間／午前9時～午前11時30分
●場　所／木曽岬町福祉・教育センター　和室
※７、８月におきましては福祉・教育センター改修により、新庁舎4階第3会議室で開催いたします。
上記の定例相談日でご都合の悪い方は、次のところで行政相談に応じていますので、ご利用ください。

（注）土・日・祝日・上記以外の時間帯は留守番電話で対応します。
　　PHS、IP電話などをご利用の場合は059－227－1100

〒514-0033　津市丸之内26-8　津合同庁舎3階

総務省　三重行政評価事務所　行政相談課
０５７０－０９０１１０
おこまりなら  まるまる  くじょー  ひゃくとおばん

（平日午前8時30分～午後5時15分）

このような場合
ご相談を…

このような場合
ご相談を…

行政機関の仕事などについて
○苦情がある、困っていることがある
○こうしてほしい
○苦情を申し出たが、説明や措置などに納得がいかない
○苦情や困っていることなどについて、どこに相談してよいか分からない
○手続き・サービスなどの関係で制度や仕組みがわからないなど・・・
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町指定ごみ袋が変わります町指定ごみ袋が変わります

種 類 入数
10枚

金額 現在（旧仕様） 平成29年10月以降（新仕様）

（中）廃止となります。

緑色の袋
サイズが少し大きくなります。

青色の袋200円

12枚 青色の袋200円

可燃ごみ（大）

10枚

10枚

無色透明の袋
サイズが大きくなります。

無色透明の袋200円

200円

不燃ごみ

可燃ごみ（中）
緑色の袋

ピンク透明の袋

15枚 青色の袋200円可燃ごみ（小）

無色透明の袋容器包装プラごみ

スプレー缶の分別収集が始まります
　平成29年4月から、穴あけ不要となります。有害ごみ（乾電池、蛍光管、体温計・温度計）と同様に、資源ごみ
回収事業において回収を行います。
　回収場所に備え付けのコンテナに入れてください。

【出し方】　平成29年4月から
　　　　　① 中身を完全に使い切って（缶を振って、中身が空であることを確認して）
　　　　　② 穴をあけずに（プラスチック部分を取り外して）
　　　　　③ 資源ごみ回収場所に備え付けのコンテナに入れてください。
※収集車やごみ処理施設の火災の原因になりますので、不燃ごみやスチール缶資源ごみには混ぜないでください。
※やむを得ず、不燃ごみとして出す場合は、必ず中身を出し切り、穴を開けてから捨ててください。
　なお、ガス抜き作業は必ず火の気の無い風通しの良い屋外で行うようにしてください。

Ｑ　なぜ、ごみ袋の仕様が変わるの？
Ａ　現在、桑名広域清掃事業組合でごみの共同処理を行っている2市2町（桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町）
　　は、それぞれ仕様も価格も異なった指定ごみ袋を使用しています。
　　今後のごみ処理を推進する上で、平成32年度で組合を脱退するいなべ市を除く1市2町においてごみ袋
　　の仕様等を統一化することとなりました。
Ｑ　ごみ袋の価格はどうなるの？
Ａ　平成29年10月から価格も統一化されますが、木曽岬町は平成27年4月に価格改定（値下げ）しており
　　変更はありません。
　　今後ともごみの分別と減量化にご協力をお願いします。

資源ごみ回収事業 場　所

地区別20ヶ所 第4日曜日　午前7時（午前7時30分、午前8時）～午前8時30分
（開始時間は地区により異なります。）
輪心乃里車庫内
月～金（祝日・年末年始を除く）　午前9時～午後5時
土・日（毎月第4日曜・年末年始を除く）　午前8時～正午
年末年始以外は、土・日が祝日の場合も実施します。

輪心乃里

回収場所・回収時間

※輪心乃里に小型家電を出される時は、さくら作業所へ連絡してください。（☎68-2760）

平成29年10月から町指定ごみ袋の仕様を変更させていただきます。

●問合せ先／役場　住民課（☎68－6103）
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犬
を
飼
育
す
る
方

は
、
飼
い
犬
へ
生
涯
に
１
回
の
登
録
と

毎
年
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
す
る
こ
と

が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お

り
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

●
日
　
　
時

　
４
月
２１
日（
金
）

　

※

雨
天
で
も
実
施
し
ま
す

　
午
前
９
時
〜
１０
時
３０
分

　
　
　
役
場
前
車
庫

　
午
前
１１
時
〜
正
午

　
　
　
上
藤
里
集
会
所
前

●
料
　
　
金

　

狂
犬
病
予
防
注
射
代　
２
，６
５
０
円

　

メ
タ
ル
交
付
手
数
料　
　

５
５
０
円

　

合　
　

計　
　
　
　
　

３
，２
０
０
円

　

※

で
き
る
だ
け
お
釣
り
の
な
い
よ
う

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

※

当
日
は
注
射
案
内
の
ハ
ガ
キ
も
忘

　
　
れ
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
対
　
　
象

　
生
後
９１
日
以
上
の
犬

　

※

未
登
録
の
犬
（
生
後
９１
日
以
上
）

　
　
を
飼
わ
れ
て
い
る
場
合
は
登
録
が

　
　
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
右
記
料

　
　
金
の
ほ
か
に
登
録
手
数
料
（
１
頭

　
　
に
つ
き
３
，
０
０
０
円
）
が
必
要

　
　
と
な
り
ま
す
。

　

※

上
記
実
施
日
に
受
け
ら
れ
な
い
場

　
　
合
は
、
動
物
病
院
で
個
別
に
受
け

　
　
て
く
だ
さ
い
。

　

（
愛
知
県
や
三
重
県
の
一
部
の
病
院

　
　

で
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
こ

　
　

で
発
行
さ
れ
た
狂
犬
病
予
防
注
射

　
　

済
証
を
ご
持
参
の
上
、
役
場
住
民

　
　

課
で
メ
タ
ル
の
交
付
を
受
け
て
く

　
　

だ
さ
い
。）

●
注
意
点

　
多
く
の
犬
が
集
ま
る
た
め
、
犬
が
興

　
奮
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
連
れ
て

　
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
他
の
犬
と

　
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
間
隔
を

　
取
る
な
ど
飼
い
主
さ
ん
が
対
処
し
て

　
く
だ
さ
い
。
当
会
場
内
で
の
ト
ラ
ブ

　
ル
は
、
一
切
そ
の
責
任
は
負
い
ま
せ

　
ん
。

●
問
合
せ
先

　
役
場　
住
民
課　
☎
６
８
│
６
１
０
３

●
配
布
日
時

　
５
月
１４
日（
日
）　
午
前
９
時
〜

●
配
布
場
所

　
役
場
前
車
庫

●
配
布
用
苗

　
ゴ
ー
ヤ　
１
，
０
０
０
本

　
（
た
だ
し
、
お
１
人
様
６
本
ま
で
と

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
当
日
は
、
桑
名
広
域
環
境
管
理
セ
ン

　
タ
ー
で
生
産
し
て
い
る
、
し
尿
汚
泥

　
肥
料
『
ソ
ウ
イ
ン
コ
ン
ポ
』（
４
㎏
／

　
１
袋
）
の
無
料
配
布
も
行
い
ま
す
。

　
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
必

　
要
な
方
は
当
日
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
肥
料
は
お
１
人
様
に
つ
き
１
袋
ま
で

　
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
補
助
事
業
」
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
受
付
期
間

　

…

６
月
末
日
ま
で

　
補
助
対
象

　

…

⑴
苗
・
種
子
等

　
　
⑵
支
柱
、
プ
ラ
ン
タ
ー
等
の
資
材

　
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
役
場　
住
民
課　
☎
６
８
│
６
１
０
３

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

の
お
知
ら
せ

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用

苗
木
の
無
料
配
布
を
行

い
ま
す
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町
民
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
格
別
の

ご
高
配
を
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
役
場
業
務
時
間
外
の
電

話
応
対
が
オ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
へ
の
変

更
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
お
急
ぎ
の
ご
用
件
が
あ
る
方
は
、
オ

ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
で
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
時
間
外
受
付
電
話
番
号
（
０
５

６
７
│
４
０
│
９
０
０
８
）
ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
ほ
か
の
用

途
に
変
更
す
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
手
続
き
を
行
っ
た
う
え
で

農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
除
外
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
２９
年
度
の
除
外
手
続
き
の
受
付

に
つ
い
て
は
、
年
２
回
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

●
受
付
期
間

　
第
１
回
目

　
　
平
成
２９
年
７
月
３
日
〜
７
月
３１
日

　
　
ま
で

　
第
２
回
目

　
　
平
成
３０
年
１
月
４
日
〜
１
月
３１
日

　
　
ま
で

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

●
問
合
せ
先

　
役
場　
産
業
課　
☎
６
８
│
６
１
０
５

　
こ
の
度
、
三
輪
う
め
の
さ
ん
が
、
満

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
誕
生
日
当
日
は
、
町
長
が
訪
問
し
、

お
祝
い
状
と
褒
賞
金
お
よ
び
記
念
の
花

束
を
贈
呈
し
、
祝
福
し
ま
し
た
。

　
末
長
く
お
元
気
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
当
町
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る
農
業
を

学
習
す
る
場
と
し
て
、
木
曽
岬
中
学
校

２
年
生
を
対
象
に
農
業
教
育
実
習
（
昨

年
１１
月
〜
今
年
２
月
）
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
農
業
教
育
実
習
は
、
木
曽
岬
中
学
校

の
授
業
の
一
環
と
し
て
年
８
回
実
施
さ

れ
、Ｊ
Ａ
み
え
き
た
木
曽
岬
青
壮
年
部

の
皆
さ
ん
に
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
、

町
の
特
産
物
で
あ
る
ト
マ
ト
や
ナ
ス
・

水
稲
の
圃
場
へ
出
向
き
、
実
際
に
農
作

業
を
体
験
し
た
ほ
か
、
農
業
の
歴
史
や

農
業
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
こ
の
度
の
農
業
教
育
実
習
の
講
師
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
青
壮
年
部
の
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

業
務
時
間
外
に
お
け
る

電
話
応
対
に
つ
い
て

農
業
振
興
地
域
の
農
用

地
区
域
か
ら
除
外
を
希

望
す
る
方
へ

三
輪
う
め
の
さ
ん

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

中
学
生
が
農
業
体
験
！トマトの箱詰め作業体験

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報
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木曽岬農業センター　社長　古村精康氏
日本農業賞大賞に輝く！！

　去る3月12日、東京NHKホールにて第46回日本農業賞表彰式が行われ、有限会社木曽岬農業
センター代表取締役社長　古村精康氏が第46回日本農業賞大賞を個人経営の部で受賞されまし
た。鈴木英敬三重県知事へ受賞報告されました。
　木曽岬農業センターは、地域の土地利用型農業の牽引役としてなくてはならない存在となって
いる点、地域農業が次世代へつながるよう新規就農者を採用、更には社員のワークライフバラン
スにも配慮され、農繁期以外は週休2日制を実施するなど社員が生活に不安なく仕事に専念でき
る体制を築いている点などが評価されました。

●
受
付
期
間

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

…

４
月
３
日（
月
）午
後
３
時
〜

　
　
４
月
１１
日（
火
）

　
郵　
　
送

　

…

４
月
３
日（
月
）〜

　
　
４
月
５
日（
水
）当
日
消
印
有
効

●
第
１
次
試
験
日

　
５
月
１４
日（
日
）

●
受
験
資
格

　
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
区
分
）

　

…

昭
和
６２
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
　
ま
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
大
学
院

　
　
修
了
者
お
よ
び
修
了
見
込
み
の

　
　
者

　
総
合
職
試
験
（
大
卒
程
度
区
分
）

　

…

昭
和
６２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
　
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
　
た
者
、
平
成
８
年
４
月
２
日
以

　
　
降
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
っ
て
、

　
　
大
学
卒
業
者
お
よ
び
卒
業
見
込

　
　
み
の
者

　
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
区
分
）

　

…
昭
和
６２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
　
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
　
た
者
、
平
成
８
年
４
月
２
日
以

　
　
降
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
っ
て
、

　
　
大
学
卒
業
者
、
短
期
大
学
卒
業

　
　
者
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
卒
業

　
　
者
並
び
に
各
卒
業
見
込
み
の
者

※

受
験
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

　

w
w
w
.courts.go.jp/

）ま
た
は

　
受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
資
料
請
求

　
受
験
案
内
は
、
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

　
最
寄
り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い

　
ま
す
。

　
　
津
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
　
人
事
第
一
係

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
６
│
４
８
７
６

　
　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

裁
判
所
職
員
採
用
総
合
職
試
験

（
裁
判
所
事
務
官
・
家
庭
裁
判
所

調
査
官
補
、院
卒
者
区
分
・
大
卒

程
度
区
分
）お
よ
び
一
般
職
試

験（
裁
判
所
事
務
官
、大
卒
程
度

区
分
）に
つ
い
て

問

木曽岬農業センター　社長　古村精康氏
日本農業賞大賞に輝く！！

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

カ
レ
ン
ダ
ー

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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「
裁
判
所
・
検
察
庁
・
弁
護
士

会
　

共
同
見
学
会
」の
ご
案
内

三
重
県
留
学
生
奨
学
金

受
給
者
募
集

　
５
月
１
日
か
ら
５
月
７
日
は
憲
法

週
間
で
す
。
津
地
方
裁
判
所
、
津
地

方
検
察
庁
お
よ
び
三
重
弁
護
士
会
で

は
、
国
民
の
皆
様
に
裁
判
員
裁
判
を

は
じ
め
と
す
る
刑
事
手
続
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
左

記
の
と
お
り
共
同
見
学
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
記

●
日　
　
時

　
５
月
９
日（
火
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

　
（
午
後
１
時
１５
分
ま
で
に
集
合
）

●
集
合
場
所

　
津
地
方
検
察
庁

　
（
津
市
中
央
３
│
１２
）

●
内　
　
容

　
裁
判
員
裁
判
法
廷
・
検
察
庁
の
取

　
調
室
な
ど
の
見
学
、
裁
判
官
・
検

　
察
官
・
弁
護
士
な
ど
に
よ
る
刑
事

　
手
続
に
関
す
る
説
明

●
定　
　
員

　
３０
人
（
事
前
申
込
み
制
、
先
着
順
）

●
申
込
期
間

　
４
月
６
日（
木
）〜
４
月
２６
日（
水
）

　
（
土
日
を
除
く
。）

　
　
　
津
地
方
検
察
庁
検
察
広
報
官

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
８
│
４
１
６
５

　
　
　
FAX
０
５
９
│
２
２
８
│
４
８
０
１

　
　
　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
河
川
愛
護
の
普
及
啓
発
を
行

い
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
川
づ
く
り

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く

た
め
、
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
期
間

　
平
成
２９
年
７
月
１
日
〜
平
成
３０
年

　
６
月
３０
日
ま
で

●
活
動
内
容

　
日
常
生
活
の
範
囲
内
に
お
い
て
知

　
り
得
た
河
川
に
関
す
る
状
況
や
情

　
報
に
つ
い
て
、
木
曽
川
下
流
河
川

　
事
務
所
（
担
当
出
張
所
）
へ
報
告

　
す
る
。

●
モ
ニ
タ
ー
区
間

　
①
木
曽
川
左
岸

　
　
木
曽
岬
町
源
緑
輪
中（
２３
号
線

　
　
木
曽
川
大
橋
）か
ら
愛
西
市
立

　
　
田
町
富
安（
立
田
大
橋
）ま
で

　
②
木
曽
川
右
岸

　
　
桑
名
市
長
島
町
福
吉（
２３
号
線

　
　
木
曽
川
大
橋
）か
ら
愛
西
市
福

　
　
原
新
田
町（
船
頭
平
閘
門
）ま
で

●
募
集
人
数

　
モ
ニ
タ
ー
区
間
①・②　
各
１
名

●
応
募
資
格

　
２０
歳
以
上
で
モ
ニ
タ
ー
区
間
の
近

　
隣
に
お
住
ま
い
の
方
。
川
に
接
す

　
る
機
会
が
多
く
河
川
愛
護
に
関
心

　
の
あ
る
方
。

●
応
募
方
法

　
募
集
要
項
を
お
読
み
の
う
え
、
応

　
募
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

　
５
月
１０
日（
水
）

●
応
募
方
法
等
詳
細
問
い
合
わ
せ
先

　
国
土
交
通
省　
中
部
地
方
整
備
局

　
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所

　
占
用
調
整
課

　
〒
５１１
│
０００２　
桑
名
市
大
字
福
島
４６５

　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
１
８

　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
２
５

　
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.cbr.m

lit.go.
jp/kisokaryu/kasenaigo/

　
河
川
愛
護
の
活
動
と
し
て
、
平
成

１３
年
度
か
ら
毎
年
、
川
に
つ
い
て
関

心
を
高
め
、
川
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
木
曽
三
川
沿
い
に
お
住
ま
い
の

小
学
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
河
川
愛
護

ポ
ス
タ
ー（
川
に
関
す
る
絵
）を
募
集

し
ま
す
。

●
募
集
内
容

　
河
川
愛
護
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

　
「
川
を
き
れ
い
に
」「
川
を
大
切
に
」

　
な
ど
の
標
語
を
い
れ
て
、
八
つ
切

　
り
画
用
紙（
よ
こ
指
定
）に
描
い
て

　
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

　
小
学
生
に
限
り
ま
す

●
募
集
期
間

　
４
月
３
日（
月
）〜

　
６
月
９
日（
金
）ま
で

●
そ  

の  

他

　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
す
べ
て

　
河
川
に
看
板
と
し
て
使
用
さ
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
展（
７

　
月
実
施
）と
し
て
展
示
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

　
　
国
土
交
通
省
木
曽
川
下
流
河
川

　
　
事
務
所
占
用
調
整
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
１
８

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
２
５

　
　
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

　
　

http://w
w
w
.cbr.m

lit.go.
jp/kisokaryu/kasenaigo/

　
三
重
県
で
は
左
記
の
よ
う
な
留
学

生
の
た
め
の
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
事  

業  

名

　
平
成
２９
年
度
三
重
県
私
費
留
学

　
生
・
医
療
看
護
系
外
国
人
学
生
奨

　
学
金
受
給
者
募
集

２
事
業
内
容

　
三
重
県
で
は
、
成
績
、
人
物
と
も

　
に
優
秀
な
人
に
奨
学
金
を
給
付
し
、

　
２１
世
紀
を
担
う
国
際
感
覚
と
視
野

　
に
富
ん
だ
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

３
給
付
区
分
と
人
数
、
給
付
額

　
給
付
額
は
、
在
籍
す
る
大
学
の
授

　
業
科
相
当
額
で
す
。
た
だ
し
、
そ

　
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
つ
き
、
年
間
支

　
給
額
の
上
限
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

⑴
私
費
海
外
留
学
生

　
　
５
名
以
内　
年
間
１２０
万
円
上
限

　
　
（
学
校
間
協
定
は
年
間
８４
万
円

　
　
上
限
）

⑵
外
国
人
留
学
生

　
　
５
名
以
内　
年
間
６０
万
円
上
限

⑶
医
療
看
護
系
外
国
人
学
生

　
　
３
名
以
内　
年
間
６０
万
円
上
限

●
応
募
条
件

　
右
記
３
ー
⑴
、⑶
は
、
平
成
２９
年

　
４
月
１
日
現
在
１
年
以
上
継
続
し

　
て
三
重
県
に
住
所
を
有
す
る
方
、

　
３
ー
⑵
は
、
県
内
の
市
町
に
住
居

　
地
の
届
出
を
し
て
い
る
方
が
対
象

　
で
す
。

●
募
集
期
間

　
４
月
２１
日（
金
）

　
午
後
５
時
ま
で（
必
着
）

●
申
込
方
法

　
所
定
の
申
請
用
紙
に
記
入
の
上
、

　
左
記
宛
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。

　
　
　
三
重
県
環
境
生
活
部
多
文
化

　
　
　
共
生
課

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
２
│
５
９
７
４

　
　
　
FAX
０
５
９
│
２
２
２
│
５
９
８
４

　
　
　

E-m
ail : tabunka@

pref.m
ie.jp

問

申・問

申・問

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
募
集

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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　地域の方、“ヤングおじさん”の杉野さん、𥽜さん、細江さんが先生になって、スーパー
の袋を使った「落下傘づくり」を教えてもらいました。ヤングおじさん先生たちに難しい
ところは手伝ってもらいながらも、「自分でやってみる！」と挑戦する姿が見られました。
描いたり切ったりと、子どもたちの“夢”を乗せた落下傘づくりの姿を十分に受け止めて
もらいながら、その都度優しい言葉がけに励まされ、思い思いの作品が完成すると大喜びの子どもたちでした。さ
らに、自分の落下傘で思う存分遊んだ後に、子どもたちから「どうして僕の落下傘は早く落ちちゃったの？」という
疑問に、「落下傘は風向きや袋の開き方によって落ちるスピードが違うと思うよ。」と教えていただきました。落下
傘づくりを通して、夢中になって作ることを楽しんだり、身近な事象の不思議さに気づいたりと普段はできない貴
重な経験をさせてもらいました。ヤングおじさんは、子どもたちに大切なお土産を残して帰っていきました。

　木曽岬町では平成28年4月にコミュニティ・スクールを導入し、幼稚園、小・中
学校では多くの保護者や地域の皆様と協働しながら、教育活動の充実に努めています。
　2年目を迎えた今年度は、コミュニティ・スクールのさらなる推進に向けて、確かな歩み
を続けてまいります。その一環としまして、年間を通して広報による啓発活動を行い、町民の
皆様にコミュニティ・スクールの活動を知っていただき、ともに子どもたちの育ちを創造していきたいと
考えています。第1回は、幼稚園の取組についてご紹介します。

自
衛
隊
幹
部
・
幹
部
候
補
生

採
用
種
目
別
試
験
日
程
等

【
採
用
種
目
】

　
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

●
受
付
期
間

　
３
月
１
日
〜
５
月
５
日

●
資　
　
格

　
•
大
卒
程
度
試
験

　
　
２２
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
者

　
　
（
２０
歳
以
上
２２
歳
未
満
の
者
は

　
　
大
卒（
見
込
含
）、
修
士
課
程
修

　
　
了
者
等（
見
込
含
）は
２８
歳
未
満

　
　
の
者
）

　
•
院
卒
者
試
験

　
　
修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）

　
　
で
、
２０
歳
以
上
２８
歳
未
満
の
者

●
試
験
期
日

　
１
次
試
験　
５
月
１３
日
・
１４
日

　
２
次
試
験　
６
月
１３
日
〜
１６
日

　
３
次
試
験

　
　
海
・
空
飛
行
要
員
の
み

　
　
（
海
）　
７
月
１０
日
〜
１４
日

　
　
（
空
）　
７
月
１５
日
〜
８
月
３
日

●
１
次
試
験
会
場　
別
示

【
採
用
種
目
】

　
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
）

●
受
付
期
間

　
３
月
１
日
〜
５
月
５
日

●
資　
　
格

　
専
門
の
大
卒（
見
込
含
）

　
　
２０
歳
以
上
３０
歳
未
満
の
者

　
　
（
薬
剤
は
２０
歳
以
上
２８
歳
未
満

　
　
の
者
）

　
　

※

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

　
　
　
に
お
い
て
、
正
規
の
薬
学
課

　
　
　
程
（
６
年
制
の
課
程
に
限

　
　
　
る
。）
を
修
め
て
卒
業
し
た

　
　
　
者
（
３０
年
３
月
卒
業
見
込
の

　
　
　
者
を
含
む
。）
お
よ
び
薬
剤

　
　
　
師
国
家
資
格
に
関
す
る
経
過

　
　
　
措
置
に
よ
り
、
薬
剤
師
国
家

　
　
　
試
験
の
受
験
資
格
が
あ
る
者

　
　
　
の
う
ち
、
学
校
教
育
法
に
基

　
　
　
づ
く
大
学
院
に
お
い
て
正
規

　
　
　
の
薬
学
の
課
程
を
２
年
以
上

　
　
　
修
め
薬
学
修
士
の
学
位
を
受

　
　
　
け
た
者
に
限
る
。
そ
れ
以
外

　
　
　
は
２６
歳
未
満
と
な
り
ま
す
。

●
試
験
期
日

　
１
次
試
験　
５
月
１３
日

　
２
次
試
験　
６
月
１３
日
〜
１６
日
の

　
　
　
　
　
　
う
ち
指
定
す
る
日

●
１
次
試
験
会
場　
別
示

【
採
用
種
目
】

　
医
科
・
歯
科
幹
部

●
受
付
期
間

　
２
月
１
日
〜
４
月
２１
日

　
１０
月
２
日
〜
１０
月
３１
日

●
試
験
期
日

　
５
月
１２
日

　
１１
月
２２
日

●
試
験
会
場　
別
示

　
　
自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部

　
　
四
日
市
地
域
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
１
│
１
７
２
３

　

※

試
験
会
場
に
つ
い
て
は
、
お
問

　
　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

シリーズ 地域とともに子どもの育ちを創造する
～CSの可能性を求めて①～

教育委員会
☎68-1617

問合せ先

ヤングおじさんと落下傘づくり

＜ヤングおじさんから＞
　子どもたちになじみのあるおもちゃやゲームだけでなく、昔も楽しい遊びがあった
ことを活動を通して知ってもらい、この先も昔ながらの遊びを受け継いでほしいと
願っています。
　子どもたちと関わっていると、自分たちも童心に返った気持ちになり、また楽しい
ひと時を過ごすことで気持ちが豊かになります。
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新入園・新入学を迎えるお子さまにとりましては、初めての給食をとても楽しみにしているのでは

ないでしょうか。

これから始まる給食について、1年をかけて紹介させていただきます。

シリーズ みんなの給食 ～子どもの健やかな成長のために～

●学校給食の意義・役割

などの意義があることから、学校における教育活動の一環として行われています。
また、給食における地域食材の活用や郷土料理の紹介、季節感にあふれた献立と、農業体験や教科での学習と
を関係付けることが、食育の推進にもつながっています。

・実際に食べるという体験を通じて、栄養バランスのとれた食事のあり方を学ぶ
・みんなで準備や会食をすることによって社会性を養う

●給食費の金額と使い道
木曽岬町では、給食費について園児・児童・生徒一人あたり毎月970円の補助を行っています。給食を運営
するには食材費のほか、人件費や光熱費等が必要となりますが、保護者の皆様から徴収する給食費はすべて
食材費に使用します。

●給食費の金額・引落日
●金額（子ども）・・・幼稚園　2,700円　小学校　3,200円　中学校　3,400円
　金額（教職員）・・・幼稚園　3,700円　小学校　4,200円　中学校　4,400円
●引落日・・・・・・・・毎月15日（土・日・祝の場合は金融機関の翌営業日）

給食運営費用の内訳

食材費の歳入内訳

保護者負担分
52％

100
（%）

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

食材費
52

人件費
26

光熱費他
22

34

6
10
2 物価調整額

町からの補助
教職員給食費 ※物価調整額は、

　物価の変動等で食材費が不足した
　場合に使用されます。

金額の違いは、
パンの大きさやごはん・麺の量
等によるものです。

　桜がとてもきれいに見られる楽しみな季節となりました。暖かくなり、植物や動物

たちも華やかで元気な姿を見せてくれます。

　子どもたちは外で活動することが増え、草花や昆虫など春をたくさん見つけられる

季節です。そのことについて、親子や家族で話をしたり、本で探したりすることで新

しい発見もあります。

　北部公民館図書室では、図書館開館に向けて購入した本があります。その中に子ど

も用の「そだてて　あそぼう」シリーズと「つくって　あそぼう」シリーズがあります。

　「そだてて　あそぼう」シリーズはきゅうり、じゃがいもなどの野菜からりんご、ハ

ーブなどのいろいろな食物の生長の様子や実のなり方について、絵で楽しく掲載して

あります。

　「つくって　あそぼう」シリーズは、とうふ・うどん・うめぼしなど、その食材が作られる過程について、絵でわか

りやすく紹介してあります。子ども用の本ですが、親子や、大人だけでもとても楽しめるシリーズです。

　4月23日（日）は「子ども読書の日」です。北部公民館図書室をぜひご利用ください。

子ども読書の日
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大会結果報告

女子レスリングヤリギン国際大会 第3位！！女子レスリングヤリギン国際大会 第3位！！女子レスリングヤリギン国際大会 第3位！！

　平成29年2月19日（日）県庁前（津市）～三重交通Gスポーツの杜伊勢（伊

勢市）10区間41.695㎞をコースとし、市町対抗で行われる“第10回美し

国三重市町対抗駅伝”が開催されました。

　木曽岬町チームもチームカラーの赤・青・黄で

配色したユニホームを着用し、沿道の声援をうけ

ながら、タスキをつなぎました。

　レースは選手全員が“ベストをつくし、笑顔で

つなぐタスキ”をチームコンセプトに、例年以上

に練習回数・内容ともに充実させ選手全員が激走

し、全29チーム中24位（町の部では15チーム

中12位）2時間39分44秒（昨年度より－2分

15秒）という結果となりました。

　また、大会当日はスタート地点となる三重県庁

前に駆けつけ、選手を勇気づけるエールを送りま

した。

▼第10回美し国三重市町対抗駅伝木曽岬町代表チーム大会結果
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Ｎ
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Ｓ トマッピーも

応援に駈け付ける！

選手・監督・コーチ　集合写真選手・監督・コーチ　集合写真

県庁前から競技スタート！県庁前から競技スタート！
補助競技場にて

中学生女子の1500ｍタイムレース
補助競技場にて

中学生女子の1500ｍタイムレース
補助競技場にて

中学生男子の1500ｍタイムレース
補助競技場にて

中学生男子の1500ｍタイムレース

　1月27日（金）から29日（日）にかけてロシアのクラスノヤルスクにお

いて開催された「ヤリギン国際大会」において、木曽岬町出身の花井瑛絵

さん（至学館高校2年生）が女子58㎏級において、「第3位」という輝か

しい成績を納められました。また、2月17日（金）から19日（日）にかけ

てスウェーデンのクリッパンで行われた「クリッパン女子国際大会」にも

出場され、「第5位」という輝かしい成績を納められました。

　両大会を終えた花井さんは「シニア初の国際大会ということで今持てる

力を出し切ろうと思いましたが、1位の選手との差は大きかったです。今

後は世界一強い選手と練習できる最高の環境の中でさらに力をつけて、上

を目指していきたいです！」と力強く語っていました。

　今後のさらなる活躍に期待しています！

▼花井瑛絵さん（源緑輪中）
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教育関連施設開館日のお知らせ
町 体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

  9日（日）　午前9時～午後4時
23日（日）　午前9時～正午

文 化資料館
◎開館日
毎週日曜日
午前9時～午後4時

◎開館日
火～日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

北 部公民館

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行います。
インディアカやバドミントン、卓球などを実施しています
のでぜひ体育館へお越しください。

23日（日）　午後1時～ 4時

北部公民館 図書室だより北部公民館 図書室だより新 刊

児童向け●コーヒーが冷めないうちに
川口 俊和

●春に散る　上　下
沢木 耕太郎

●墨龍賦
葉室 麟

●錯迷
堂場 瞬一

●桜風堂ものがたり
村山 早紀

●錯視の科学
北岡 明佳

●しょうてんがいくん
大串 ゆうじ

●カレー地獄旅行
ひげラク商店

●はじまりの日
ポール・ロジャース

●おさかないちば
加藤 休ミ

●みんなと仲よくなる菜根譚
野村 茂夫

●ともだちのひっこし
宮野 聡子

　1月29日（日）に東員町武道館（三重県東員町）で開催された「第
12回東員町長杯争奪東員武道館少年柔道大会」において、木曽岬町
スポーツ少年団柔道教室所属の柳澤萌伽さん（中和泉：写真左）が中学
生女子の部で優勝、松永理瑚さん（雁ヶ地：写真右）が小学生50㎏超級
の部で第3位と共に輝かしい成績を収められました。
　柳澤さんからは「引き続き練習を頑張って中体連でも入賞を目指し
たいです！」と、松永さんからは「中学生になっても柔道を続けてさ
らに上位を目指したいです！」と力強いコメントがありました。
　おふたりの今後のさらなる活躍を期待しています。

▼“第12回東員町長杯争奪東員武道館少年柔道大会”大会結果！！

　木曽岬町給食センターでは、木曽岬町産や三重県産の食材を使って「地物一番の日」として給食を

提供しています。（変更になる場合があります）

　4月13日（木）　ミニトマト

　4月19日（水）　豆腐（大根と油揚げの味噌汁）

木曽岬町の地物をいかした給食の献立について
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わたしの
オススメする
この一冊

わたしの
オススメする
この一冊

オススメの本

『めっきらもっきら　どおんどん』 長谷川摂子作　福音館書店

　宮前　博樹
　主人公のかんたがメチャクチャな歌を歌うと、びっくりするようなことが・・・

　「こんなことが自分の身に本当に起こったらどうしよう」とドキドキしながらお話を聞く子どもたちの表情は

とても楽しそうです。1度この本を読むと、何回も「この本、読んで～」と子どもにせがまれますが、とっても

長いメチャクチャな歌をどのように読み聞かせるかがポイントです。読み手もとても楽しめる本です。3、4歳

の子どもにオススメの本です。　　　　　　　　　　　　　　　　　【北部公民館図書室にある絵本です】
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ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

町内2月の交通事故
●件数／19件（29件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／5人（5人）

（　　）…平成29年累計

三重県警察就職説明会

平成29年度三重県警察官・警察事務官採用候補者試験日程等
試 験 名

１ 回 目

２ 回 目

受付期間 第 １ 次
試 験 日

第 ２ 次
試 験 日

最終合格
発 表 日

受験案内・申込書
配布開始

5/14（日）3/14（火）

9/17（日）

9/24（日）

7/4（火）

7/4（火）

3/14（火） ▼4/18（火）

7/20（木） ▼8/25（金）

7/20（木） ▼8/25（金）

7月下旬

11月中旬

12月上旬
10月下旬 ▼11月中旬

11月上旬 ▼11月中旬

10月中旬

10月下旬

6月中旬 ▼7月上旬

警 察 官 Ｂ

警 察 官 Ｂ

警 察 官 Ａ

警 察 事 務 Ｂ

警 察 事 務 Ｂ

警 察 事 務 Ｃ

警 察 事 務 Ｃ

主な受験資格
昭和60年4月2日以降に生まれた人で、次に掲げるもの
① 学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）を卒業した者および平成30年3月31日
　 までに大学を卒業見込みの人
② 三重県人事委員会が①に掲げる者と同等の資格があると認める人

平成2年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人

昭和60年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた人で、警察官Aの学歴要件に該当
しない人

平成8年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた人

開 催 日

●対　象／○警察官採用試験の受験を考えている学生の方
　　　　　○転職を考えている社会人の方（年齢32歳くらいまで）

開 催 時 間 開 催 場 所 参加可能人数

★4月16日（日） 午前10時～正午 三重県警察本部 100名

午後2時～午後4時★4月 2日（日） 50名伊勢市観光文化会館

警察官の業務内容、採用試験概要の説明のほか、警察業務に関するDVD視聴、制服の試着体験、質問コーナー
などを設けます。（合同企業説明会とは内容が異なります。）

～注意事項等～
•募集する試験区分、採用予定数等については、受験案内配布時期に公表されますので、各受験案内を確認して
　ください。
•選考職種については、不定期に試験を実施します。また、身体障がい者を対象とした試験も実施します。
•上記日程等については、三重県職員採用ホームページ（http://www.pref.mie.lg.jp/saiyo）で確認できます。

～参加には、事前申込みが必要です～

■お問合せ・申込み先■
三重県警察本部　警務課採用係　☎059－222－0110

詳しくは上記にお問合せいただくか、三重県警察採用情報ホームページをご覧ください。
インターネットで参加申込みが可能です。http://www.police.pref.mie.jp/recruit/
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健康増進計画・食育計画 No.4成人編成人編

こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

子育てサロン
●利用できる日／月曜日の午前・午後、火曜日～金曜日の午前
●４月の子育てサロンのお休み
　　　　　　　／４月14日㈮、17日㈪PM、28日㈮、土・日曜日および祝日

木曽岬町の健康づくり「健康増進計画・食育計画」についてお伝えします。木曽岬町の健康づくり「健康増進計画・食育計画」についてお伝えします。

1 計画の基本理念と全体像

　木曽岬町の健康づくりの基本理念は、町の総合計画で描いた将来の姿を踏まえつつ、
『おいしい農作物と人の温かさに囲まれたこの町で、つどい・ふれあい・笑いながら健や
かに過ごせる未来をめざして』とし、町民一人ひとり、地域の人々や団体、行政が一体と
なった健康づくりを推進します。

【基本理念】

【全体像】

おいしい農作物と人の温かさに囲まれたこの町で、
つどい・ふれあい・笑いながら健やかに過ごせる未来をめざして

全ての木曽岬町民が健やかで笑顔あふれる毎日全ての木曽岬町民が健やかで笑顔あふれる毎日

やろまいげんげん運動
元気アップの「元(げん)」とメタボを減らすの「減(げん)」で、元気になろまい！

PlanAction

DoCheck

木曽岬町

健康増進計画
食育推進計画

各分野の計画の推進

ともに進める
健康づくり
［町民・地域等］

•自身の健康状態に気を
　配り、主体的な健康づ
　くりを実施
•町や地域で実施する健
　康づくり活動への参加
•地域で健康づくり活動
　を積極的に展開

事業の着実な推進
進捗管理
［行政］

•事業等による健康課題
　への取組
•健康づくり支援、保健
　事業の改善・充実
•客観的な指標に基づく
　進捗管理

　栄養・
　食生活

身体活動
・運動

健診・
健康管理喫 煙 飲 酒 歯・口腔 こころの

健康・休養

次回、やろまいげんげん運動の詳細をお伝えします。
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中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  3日・  6日・10日・13日・17日
20日・24日・27日

毎週火・金曜日
  4日・  7日・11日・14日・18日
21日・25日・28日

毎月第１・第３水曜日
5日・19日

毎月第２水曜日
12日

毎月第４水曜日
26日

毎週水曜日
5日・12日・19日・26日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 23日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

福祉健康課 68-6104
住 民 課 68-6103
税 務 課 68-6102
危機管理課 68-6101
総務政策課 68-6100

保健センター 68-6119
教育委員会 68-1617
議会事務局 68-6108
会 計 課 68-6107

68-6106建 設 課

産 業 課 68-6105

夜間・休日電話 40-9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

月カレンダー4
主 な 行 事 備 考場 所 時 間

2 ㊋•幼稚園・保育園こどもの日の集い

6 ㊍•小・中学校入学式・始業式

7 ㊎•幼稚園・保育園入園・進級式

23日
•日曜役場
•パパママ教室

役場　住民課・税務課
保健センター

収納・証明業務午前8時30分～午後5時
集合時間
午前9時45分～10時

20㊍
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬
•カウンセリング

福祉・教育センター

保健センター

要予約
☎059-359-7280
要予約☎68-6119

午前9時30分～11時30分

13㊍
•カウンセリング
•集団フッ素塗布
•１歳半健診・３歳児健診
•すくすくひろば

保健センター
保健センター
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119
午後1時30分～2時30分
午後1時15分～3時30分
午前10時～11時30分

5月カレンダー

2 日•さくらまつり 鍋田川いこいパーク 午前10時～午後3時

4月の納付

●固定資産税（5/1納期限） ……………… 第１期分
●水道料金・下水道使用料（5/1納期限） …… Ａ地区

口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高を
お確かめください。

納付をお忘れなく！

10㊊•音楽療法 福祉・教育センター集会室 午前10時30分～11時30分

27㊍•カウンセリング 保健センター 要予約☎68-6119

21㊎•狂犬病予防集合注射 役場前車庫
上藤里集会所前

午前9時～10時30分
午前11時～正午

25㊋•心配ごと・行政相談・人権相談•育児相談
福祉・教育センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前9時～11時30分
午後1時30分～3時

11㊋•のびのび指導室•母乳相談
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前9時30分～10時30分
午前10時～11時
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